
2025年 6月のブルーベリー農園その 1 

一段とホトトギスの鳴き声が農園

に響く季節は暑くなりつつあるこ

とを教えてくれるような気がする。

じわじわと気温が上がっているのでとにかく草が伸びる草を刈る季節の

到来でもある。６日はカラッとした一日で気温は 26 度くらいで過ごしや

すかったが空はずーっと曇っていてそろそろ梅雨を予感させる日だった。 

 

6 月 2 日（月） 田んぼののり面の草を刈り乾かして

集めて焼くと黒い焼け跡が景色にアクセントを与え

る 

 

6 月 5 日（木） 農園の庭でタイザンボクの大きな白

い花が咲いた。葉も花も大きい 

 

そろそろ早生のブルーベリー畑に防鳥ネットを貼る

時期が来たので単管の柱の継手の部品を交換した。ぼ

ろぼろに錆びている 

 

ウツギの白い花。昨年根元から切るのをやめて少し伸

びしろを残したらたくさん咲いた 

 

6 月 6 日（金） ネムノキの葉が高い枝に絵の筆をぽ

っぽっと乗せるように葉が顔を出してきた 

 
 



そろそろジャーマンアイリスも終わり 

 

ブルーベリー畑の草刈りを始める。緑肥として昨秋種

をまいた植物がぼさぼさ伸びている。列の真ん中に置

いてある防草シートと隣の列に寄せてから刈るがな

かなか手ごわい 

 

刈る場所の地べた 

① レンゲの種は黒くなる 

 

② まだ頑張って花を咲かせるものもある（クリムソ

ンクローバー） 

 

畑の中の晩生のブルーベリーの実。摘み取りするには

あと 40 日は待たないといけない 

 

農園の花壇のグミの実の赤色が初夏の緑に映える。つ

まんで口に入れると甘くて渋みのある果汁がひろが

る 

 

2025 年 6 月 8 日 

社会福祉法人安芸の郷  理事長 遊川和良 

《2025 年 6 月 8 日の「新・ヒロシマの心を世界に」のブログ

に掲載したものに写真を加えて編集しなおしています》 


